
令和４年度「学校教育自己診断」の結果分析 

 

 

番号 R2 R3 R4

1 89.3% 88.2% 89.2%

2 82.2% 87.1% 87.2%

3 83.2% 83.0% 87.7%

4 86.9% 87.6% 90.1%

5 93.4% 91.4% 93.1%

6 96.2% 95.1% 92.7%

7 89.0%

8 88.1% 87.6% 90.9%

9 92.9% 95.4% 94.1%

10 58.6% 53.1% 49.0%

11 62.6% 62.5% 64.4%

12 77.8% 82.1% 81.4%

13 91.4% 92.7% 91.0%

14 85.5% 86.5% 87.2%

番号 R2 R3 R4

1 91.6% 89.8% 90.2%

2 84.9% 88.1% 79.1%

3 76.1% 80.8% 81.5%

4 85.7% 88.3% 93.8%

5 88.1% 91.0% 88.2%

6 96.0% 94.0% 93.2%

7 86.2% 88.6% 90.3%

8 90.8% 90.3% 91.8%

9 51.4% 33.9% 55.1%

10 80.1% 82.2% 82.6%

11 83.3% 80.8% 83.3%

12 93.7% 94.8% 91.9%

13 87.7% 85.5% 85.3%

岸和田高校は懇談や家庭連絡などを通じて、保護者と相談しやすい体制を作っている。

岸和田高校では、あいさつやマナーを守る指導を行うことで社会人としてのモラルを守る態
度を育てるとともに、いのちの大切さを学ぶ機会がある。

岸和田高校は、メールサービスやホームページ、校長ブログ等を利用して教育活動をわかり
やすく伝えている。

子どもは、学校に行くのが楽しいと言っている。

岸和田高校の指導方針全般に共感できる。

岸和田高校は、課題研究をはじめとする探究的な学習や、海外研修・ＳＳＨ関連行事など特
色ある教育活動が行われている。

岸和田高校は、いじめなど子どもが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。

岸和田高校は将来の進路や職業などについて、進路指導部を中心として講演会や説明会
を実施するなど適切な指導を行っている。

岸和田高校での学校行事やPTA活動に参加したことがある。

項目

子どもが岸和田高校に入学して満足した高校生活を送っている。

岸和田高校では、学校経営に校長のリーダーシップが発揮されている。

岸和田高校は教員の教科指導力の向上に積極的に取り組んでおり、子どもは授業が分か
りやすいと言っている。

岸和田高校では、文化祭や体育祭などの学校行事に生徒は楽しく生き生きと参加してい
る。

項目

岸和田高校に入学して満足している。

　令和４年度　学校教育自己診断（生徒）　経年比較

　令和４年度　学校教育自己診断（保護者）　経年比較

岸和田高校は、授業や部活動に熱心な先生が多く、その指導方針に納得できる。

岸和田高校での授業に満足している。

岸和田高校は、文化祭や体育祭・校外学習などの学校行事が盛んで、生徒は楽しく参加し
ている。

岸和田高校は、部活動が活発で、生徒は部活動に熱心に参加している。

岸和田高校は、課題研究をはじめとする探究的な学習や、関連行事など特色ある教育活動
が行われている。

岸和田高校では、あいさつやマナーを守る指導を行うことで社会人としてのモラルを守る態
度を育てるとともに、いのちの大切さを学ぶ機会がある。

岸和田高校は、メールサービスやクラスルーム、ホームページ、校長ブログ等によって、学
校の情報が発信されている。

学校に行くのが楽しい。

岸和田高校での授業やさまざまな活動において、１人１台端末を積極的に活用している。

岸和田高校は、いじめなど私たちが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。

岸和田高校は、将来の進路や職業などについて、講演会や説明会を実施するなど適切な指
導をおこなっている。

土曜日の午前中は自学自習や学校の講習・千亀利セミナー等に参加するなど、学習時間と
して活用している。

保健室や相談室などで気軽に相談できる。



上の表の数値は、各項目について、「１ よくあてはまる」「２ ややあてはまる」「３ あまりあてはまらない」

「４ まったくあてはまらない」のうち、「１ よくあてはまる」と「２ ややあてはまる」の合計の割合である。 

この令和２年度から３年間の肯定的評価の経緯も見ながら、今年度の結果について、以下のとおり分析する。 

 

■学校生活全般 

・生徒の「１ 入学して満足している」は、この３年間、90％弱の数値であり、保護者の「１ 入学して満

足した高校生活を送っている」も 90％前後である。90％という数値は高いようだが、１割の生徒は満足

していないという考えのもと、引き続き、教育活動の充実、教育環境の整備に取り組んでいきたい。 

 ・生徒の「14 学校に行くのが楽しい」は 87.2％、保護者の「13 学校に行くのが楽しいと言っている」は

85.3％であり、生徒の方はここ３年間で最も高い数値となった。新型コロナウィルス感染症拡大が継続

する中、今年度は一部制限しながらも、ほぼ当初の予定どおり、学校行事などを実施できたことがその

要因だと考えられる。保護者の値がやや低いのは、この表にはないが、３年生平均が 82.9％であり、部

活動を引退し学習中心の生活に移行しているが故の結果だと考えられる。 

■指導方針 

 ・生徒の「２ 授業や部活動に熱心な先生が多く、その指導方針に納得できる」は 87.2％であり、保護者

の「５ 岸和田高校の指導方針全般に共感できる」は 88.2％であった。概ね、納得・共感してもらって

いるとはいえ、自由記述では改善すべき具体的な意見を多数いただいたところである。すぐに対応でき

ることについては速やかに改善しつつ、意見を踏まえた改善を進められるよう検討していきたい。 

 ・保護者の「２ 学校経営に校長のリーダーシップが発揮されている」は 79.1％と低い値になった。今年

度に入り、校長として直接、保護者の方に話しをする機会がほとんどなかったことも要因の一つだと考

える。今後は説明会や講演会など、校長としての考えを保護者の方に伝える機会を増やしていきたい。 

■学習指導 

 ・授業に関する生徒の項目「３ 授業に満足している」は 87.7％であり、過去２年の 83％台と比べ大きく

上昇した。一方、保護者の「３ 授業が分かりやすいと言っている」は、ここ３年間では最も高いものの

81.5％に留まっている。この数値の乖離を真摯に受け止め、教員一人ひとりの教科指導力の向上に向け

て、学校として組織的な取組を継続していきたい。 

 ・今年度から新規追加した生徒の項目「７ １人１台端末を積極的に活用している」は 89.0％であった。

１年生平均は 96.3％だったが、３年生平均は 79.9％であった。特に、３年生では大学受験に向けた演

習などの授業の実施が求められる中、端末を活用した授業づくりは難しいことが要因だと考えられる。 

 ・「６ 課題研究をはじめとする探究的な学習や特色ある教育活動が行われている」については、ここ３年

間で最も低い値となり、生徒が 92.7％、保護者が 93.2％であった。この項目の肯定的評価が下がって

いることについては、課題研究に対するアンケートを注視するなど、もう少し詳しい状況を把握・分析

していきたい。 

 ・生徒の「10 土曜日の午前中は自学自習や学校の講習・千亀利セミナー等に参加するなど、学習時間と

して活用している」は 49.0％であり、ここ３年間で大きく値を下げた。部活と勉強の両立に向け、学習

時間の確保が求められる中、本校では学習習慣の定着が大きな課題である。土曜日の午前中は学習する

時間だとする「土曜学習タイム」の取組が有意義なものとなるよう、取組の工夫・改善を行うとともに、

生徒には改めて時間の有効活用を訴えていきたい。 

■進路指導 

 ・生徒の「９ 将来の進路や職業などについて、講演会や説明会を実施するなど適切な指導をおこなって

いる」は 94.1％、保護者の同様の項目は 91.8％であった。今後も生徒一人ひとりが具体的な目標、「高

い志」をもって学習に取り組めるよう、生徒の実態にあわせて丁寧な進路指導を行っていきたい。 



■生徒指導 

 ・生徒の「12 あいさつやマナーを守る指導を行うことで社会人としてのモラルを守る態度を育てるとと

もに、いのちの大切さを学ぶ機会がある」は 81.4％、保護者の同様の項目については 83.3％であった。

あいさつやマナー指導をはじめ、生徒に対する指導については、すべての教員がその重要性を認識し、

学校としての指導方針に基づき一致した指導が行えるよう取り組んでいきたい。 

■教育相談 

 ・生徒の「８ いじめなど私たちが困っていることがあれば真剣に対応してくれる」は 90.9％、保護者の

同様の項目については 90.3％であり、この３年間で最も高い数値となった。また、生徒の「11 保健室

や相談室などで気軽に相談できる」も 64.4％とこの３年間で最も高い数値となった。学習面や人間関係

などで悩みを抱える生徒が一定数いる中、学校としての教育相談体制は整備されているものと考えるが、

さらに生徒が相談しやすい体制づくりに努めていきたい。 

■学校行事・部活動 

 ・「４ 文化祭や体育祭、校外学習などの学校行事が盛んで、生徒は楽しく参加している」は生徒が 90.1％、

保護者が 93.8％であり、この３年間で最も高い数値となった。前記のとおり、新型コロナウィルス感染

症拡大が継続する中、今年度はほぼ予定どおり、学校行事を実施できたことが要因だと考えられる。 

 ・生徒の「５ 部活動が活発で、生徒は部活動に熱心に参加している」は 93.1％であった。部活動に加入

している生徒の、のべ人数の割合が 95％を超える状況と合致するものである。 

■発信・広報 

 ・生徒の「12 メールサービスやクラスルーム、ホームページ、校長ブログ等によって、学校の情報が発信

されている」は 91.0％、保護者の同様の項目については 91.9％であり、この３年間で最も低い数値と

なった。メールサービスについては必要に応じて漏れることなく頻繁に配信できているものの、ホーム

ページの更新が滞っていたり、校長ブログの配信回数も過去２年と比べ大きく減ってしまったことが要

因だと考えられる。今回の結果を真摯に受け止め、改善していきたい。 

■ＰＴＡ活動等 

 ・保護者の「９ 岸和田高校での学校行事やＰＴＡ活動に参加したことがある」は、過去２年と比べると高

くはなっているが 55.1％であった。新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、文化祭や体育祭、Ｐ

ＴＡ活動などで一部制限を設けながらの実施になっていることも要因の一つだと考えられる。来年度は

より多くの保護者の方に来校いただき、生徒の様子を見てもらえるような行事や活動を増やしていきた

いと考えている。 

 ・保護者の「10 岸和田高校は懇談や家庭連絡などを通じて、保護者と相談しやすい体制を作っている」

は 82.6％であった。この数値をまだまだ相談しやすい体制になっていないというご指摘だと考え、こま

めな家庭連絡をはじめ、保護者の方と一緒に生徒への指導・支援を行う体制を確立していきたい。 

 

【自由記述での主な意見】 

 ・ロッカーを設置してほしい 

 ・プロジェクターが見えにくい 

 ・課題の量を減らしてほしい 

 ・空調を使用できる時間を拡大してほしい 

 ・土日など、休日の体操服・ジャージ登校を認めてほしい 

 ・朝読をなくしてほしい 

 ・校則を見直してほしい（特に学校行事の時ぐらい「自由」にしてほしい） 

 その他、「教員の指導力の向上」や「新制服」、「食堂」などについても意見がありました。 


